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１．研究の背景と目的
戦後日本の移動図書館は，1940年代後半以降

主に都道府県立図書館によって巡回が始まった。
開架式書架を装備した自動車による図書の個人
貸出のほかに，映画会，演芸会，読書会など多
彩な行事も巡回先で開催された。図書の入手が
困難な時代に自動車という近代的装置によって
農山村を巡回した移動図書館は，文化を運び，
地域住民が集う場を形成した (1)。そもそも移動
図書館とは，「図書館から遠く離れた地域の住
民や，病院や施設に入っていて図書館に来館で
きない人たちのために自動車などに本を積んで
届ける図書館サービス」(2)であり，最も代表的
な移動手段がトラックやバスを改造した特種用
途自動車の図書館車である。このため，自動車
図書館や自動車文庫，ブックモビル（BM）な
どと称する場合もある。現在は，移動図書館と
いう活動名称が自動車図書館や自動車文庫など
と同義にて使用される傾向にあり，関連図書 (3)

や新聞記事 (4)などにおいても定着している。
しかし，これらの活動名称は戦後期の移動図

書館巡回当初から明確に定まっておらず，必ず
しも共通理解に基づいて用いられていなかった。
例えば，1948年７月に巡回を開始し，「日本に
おけるブック・モビル第１号」(5)とされている
高知県立図書館では「自動車文庫」という名称
であった。しかし，実際の活動内容をみると，
戦前・戦中期から引き継いだ貸出文庫を輸送す
る方式であり，青年を中心とする団体への貸出
が中心であった (6)。さらに，自動車の装備内容
や巡回地での活動方法がモデルとなり全国各地
に大きな影響を及ぼした千葉県立図書館による

移動図書館（1949年９月開始）の巡回当初の名
称は「訪問図書館ひかり」（以下，「ひかり号」
とする）であった。

こうした点について小黒浩司は，CIE映画『格
子なき図書館』のシナリオの変遷を分析する中
で，「「移動図書館」や「巡回文庫」といったこ
との定義が未熟だったのかもしれない」(7)と問
題提起を行い，複数の辞典・用語集で活動名称
を確認している。また，『図書館ハンドブック』
４版（1977年）では，移動図書館，自動車文庫，
ブックモビル，自動車図書館の定義を検討し，
自動車図書館が「日本語としても全市民に理解
されているので，最も適当な用語である」と指
摘している (8)。しかしこれらは問題提起や確認
に留まり，移動図書館に関わる活動名称の変遷
と活動内容との関わりから分析されていない。

本稿では，自動車文庫やブックモビルなど移
動図書館に関わる活動名称に着目し，自動車に
よる移動図書館が拡大した1940年代後半から
1950年代前半を中心に，その種類と変遷を検討
する。もちろんかつては，船やリヤカーという
移動手段を用いた移動図書館も存在したが，本
稿では開架書架を装備するなど自動車で巡回す
る図書館活動を移動図書館とする。それは，す
でに自動車による移動図書館が定着しているこ
と，加えて，閲覧や保存中心の姿勢から公開と
貸出へ価値転換した当時の図書館の目指す姿
が，自動車の装備（開架式書架等）や活動方法

（個人貸出等）など自動車による活動に体現さ
れ，急速に全国各地へ拡大したことにある (9)。

とりわけ1940年代後半から1950年代前半は，
占領下を背景にアメリカの図書館用語に対する
和訳が広がったほか，社会教育法に基づいた図
書館法制定（1950年）にみられるように，公立
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図書館が公教育体系の中に制度的に組み込ま
れ，社会教育のための機関として位置づけられ
た時代であった (10)。同法では第３条に図書館
奉仕の例示として自動車文庫が明記された。

確かに，本稿で対象にする移動図書館は，す
でに1920年代頃からアメリカの図書館活動を紹
介する中で用いられていた。例えば佐野友三郎
は『米国図書館事情』（1920年）(11)において「書
籍配給車」と称し紹介しているほか，『鎌田共
済会雑誌』（1927年）の「米国の移動図書館」(12)，
小松正一による「公共図書館とBook Wagon」

（1935年）(13)，『写真週報』（1939年）の移動図書
館写真記事 (14)などもみられた。この当時，移
動図書館と称する言葉が最初に用いられた文献
は不明であるが，実際の移動図書館の活動は戦
後期を待たなければならなかった。本稿にて移
動図書館が全国各地に拡大した1940年代後半か
ら1950年代前半における活動名称の種類と内容
を検討することは，国内の移動図書館の成立を
精査し，名称と活動内容との分析とともに，移
動図書館の理念と目的や地域に図書館が移動す
る意義を考察することにも結びつく。

本稿はこうした戦後日本の移動図書館成立に
関する考察の序論として位置づける。そのため
分析の対象を1940年代後半から1950年代前半を
中心とした活動名称とし，活動名称の統一や共
通理解が反映されやすい①図書館統計での移動
図書館に該当する調査項目と，②辞典・用語集
における採録用語，加えて③実際の移動図書館
活動の内容と名称という３つの視角から，移動
図書館に関わる活動名称の種類と変遷を明らか
にする。

なおこの他に移動図書館に関わる名称として，
貸出文庫と巡回文庫がある。厳密には貸出文庫
を「図書館と貸出を受ける団体の間を図書が直
接往復する方法（直送式）」とし，巡回文庫を「い
くつかの団体の間を図書が巡回する方法（回送
式）」(15)とされるが，両者を同義として用いる
場合が多く，本稿では統一して貸出文庫とした。

２．移動図書館の統計
図書館に関する統計には『日本の図書館』（日

本図書館協会）と『社会教育調査報告書』（文
部省）がある。前者については，調査項目の変
遷を分析する中で (16)，移動図書館に関わる項
目も断片的に紹介している。また，田井郁久 
雄 (17)は数値の誤りや課題を複数指摘する中で，
BMの貸出冊数が図書館の貸出冊数の内数とさ
れている点をあげている。後者については，松
岡要が図書館に関する調査項目の変遷を整理 
し (18)，移動図書館に関する項目もあげている。
しかし調査項目を時系列に整理するに留まり，
移動図書館に関わる活動名称は詳細に分析され
ていない。
２.１　『日本の図書館』
『日本の図書館』は1952年の調査から始まっ

た最も代表的な図書館統計である。1950年代を
中心に同書をみると，自動車文庫を調査項目と
し，都道府県別に各図書館の所有台数が集計さ
れているが，集計項目が異なる年も存在する。

・1952年：自動車文庫の台数
・1953年：全体の集計表には自動車文庫の台数，

各館の統計項目にはB・Mの台数
・1954－1956年：自動車文庫の台数，ステー

ション数，利用延人数
・1959年以降：自動車文庫の台数，ステーショ

ン数，図書貸出冊数

このうち，1959年までの数値を整理したもの
が表１であり (19)，同書では継続して自動車文
庫に対する集計が行われていることがわかる。

しかし，1952年の凡例・調査事項には自動車
文庫が次のように記されている (20)。

表１.『日本の図書館』の数値
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閲覧用書架施設を有する自動車及び貸出文庫
（巡回文庫）のために資料を輸送する自動車
文庫の台数で，社

マ マ

会教育委員会に所属してい
ても，図書館で使用している場合は記載した。
オート三輪もこれに加えた。

続く1953年の凡例・調査事項には「B・M」
と活動名称が変更され，次のようにある (21)。

ブックモビールの略。閲覧用書架施設をもつ
自動車，及び貸出文庫のために資料を輸送す
る自動車の台数を調べた。

ここから，オート三輪による移動手段や貸出
文庫を輸送する自動車も自動車文庫として集計
されていたことがわかる。さらに各地域の詳細
をみても，例えば移動公民館 (22)という活動名
称であった富山県（1950年開始）や兵庫県（1951
年開始）の集計も定まっていない。1953年の

「B・M」には富山県が集計され，続く1954年
には両県の台数が集計されているが，1955年に
は再び富山県に限られ，1956年には両県の数値
が存在しない。このように，自動車文庫を示す
意味が十分に定まっておらず，集計結果には各
館の図書館員が自動車文庫をどのように捉えて
いたかが問われていた。
２.２　『社会教育調査報告書』

同報告書は，「社会教育に関する基本的事項
を調査し，社会教育行政上の基礎資料をうるこ
とを目的」(23)として，文部省が1955年に調査を
開始し，概ね３－４年の間隔で行われる指定統
計である。1955年の同書では，自動車文庫を調
査項目とし，都道府県別に館数，台数，駐車箇
所数，延駐車回数が集計されている。以降，同
書には自動車文庫の台数等が継続して集計され
ている。1960年代前半までの自動車文庫の数値
は表２の通りである (24)。このうち1955年の調
査は合計台数に限られ，以降は都道府県別・市
区町村別に集計されているが，各図書館の台数
の集計はない。同書では，自動車文庫を「台数
には実際に活動している自動車の台数を，駐車
箇所には定期的に駐車する箇所の実数を記入す

る」(25)とし，地域へ定期的に巡回する自動車を
指していたことがわかる。
２.３　その他の統計

この他，1940年代後半から1950年代前半には
文部省より次の２点の統計が刊行された。
（1）『公共図書館概覧』（1949年）

1947年３月31日現在の統計である同調査 (26)

は，図書館法公布以前のため，図書館令によっ
て設置認可されている公立と私立の図書館を対
象にしている。同概覧には，貸出文庫を対象に
した集計値はあるが，移動図書館に関する数値
は存在しない。
（2）『公共図書館調査』（1951年）

1950年11月30日現在の図書館調査である (27)。
同調査は図書館法制定後の実態を把握するため
に行われた。ここには都道府県，市区立，町立，
村立の図書館ごとに自動車文庫の台数，積載図
書冊数，駐車箇所，延駐車回数が都道府県別に
集計されている。同調査によると，自動車文庫
の台数は12台（都道府県立10台：栃木，埼玉，
千葉，東京，大阪，和歌山，徳島，高知，鹿児
島，市区立２台：兵庫，高知）であるが，具体
的な図書館名は不明である。
（3）移動図書館に関する協議会・研究大会

これらの文部省による統計以外に，1950年代
にかけて次の実態調査や報告書が刊行された。

・文部省社会教育局編『移動図書館の実態』
1953年

・第二回全国移動図書館運営協議会編『全国移
動図書館要覧』1954年

・日本図書館協会公共図書館部会編『全国移動
図書館要覧』1956年

これらの要覧の刊行には，1950年代以降，都

表２.『社会教育調査報告』の数値
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道府県立図書館を中心とした移動図書館の広が
りによって，図書館員間で巡回頻度，選書・積
載図書，広報，運転手，地域の受入体制など運
営方法や課題を共有する協議会や研究大会の開
催が背景にあった。これら資料のタイトルや「ま
えがき」部分には移動図書館（もしくは，ブッ
クモビール）と記載され，協議会や研究大会の
名称についても移動図書館が用いられていた。
２.４　統計にみる活動名称

このように図書館統計の項目をみていくと，
多くは図書館法に規定された自動車文庫を用い
ていた。しかし，自動車文庫の定義も十分に定
まっておらず，貸出文庫を輸送する自動車を指
す時期もみられた。そのため，『日本の図書館』
と『社会教育調査報告書』の数値も異なり，加
えて，移動公民館の事例のように地域により自
動車文庫に対する捉え方も異なることから，活
動名称に対する共通理解が十分ではなかった。
その一方で，現場の図書館員が集まる協議会等
の名称には，図書館が地域へ移動する活動全体
に対する議論がなされ，図書館法上規定されて
いない移動図書館が用いられていたといえる。

３．辞典・用語集における定義
次に，図書館学の辞典・用語集に基づき移動

図書館に関連した採録用語を検討する。1950年
代前半頃までの辞典・用語集については，すで
に大塚敏高らが複数の文献を解題し，刊行の背
景を考察している (28)。大塚らによると，この
当時は外国の図書館学用語に対する和訳が主で
あり，とりわけ戦後初期においては，アメリカ
図書館協会の用語集（1943年）(29)とユネスコの
用語集（1953年）(30)の影響を受けた。図書館サー
ビスよりも整理技術に関する採録が中心であり，
和訳された用語は図書館員を対象とし，一般的
に定着することはなかったという。ここでは，
大塚らが解題した辞典・用語集をもとに検討す
る。
３.１　1945年以前

このうち1920年代から1945年以前に刊行され
た辞典・用語集には，以下の文献がある。

①間宮不二雄編『欧和対訳図書館辞典』文友堂
書店，1925.

②小河次吉『英和図書及図書館語彙』丙午出版，
1927.

③植村長三郎『書誌学辞典』教育図書，1942.
④日本図書館協会臨時研究企画部図書館用語調

査委員会編『図書館用語集：主査委員会案』
［日本図書館協会］，1944.

これら文献の刊行目的をみると，総じて図書
館用語としての訳語の統一に主眼が置かれ，採
録用語の解説文は少量であり，和訳の記載が中
心であった。移動図書館に関わる用語のうち，
採録用語を整理すると表３の通りになる。

これによると，総じてTraveling（Travelling） 
libraryを巡回文庫と訳されている。③には自
動車文庫が初出しているが，巡回文庫の解説文
中 に「米 国 に て 行 は れ つ ゝ あ る 車 両 文 庫

（Wag
ママ
gon library）及び自動車文庫（Autocar 

library）等の方法も含む」とし，これらを巡回
文庫と同義としている。なお，④に移動図書館
が初出されているが，日本語の用語が経営・事
務など４分類された一覧に留まっている。
３.２　1945年～1959年

続いて1945年から1959年の間に刊行された辞
典・用語集には，次の文献がある。

⑤中村初雄編『実務必携図書館用語辞典』同学
社，1951.

⑥植村長三郎『図書・図書館事典』文徳社，
1951.

⑦間宮不二雄編纂『欧・中・和対訳図書館大辞

表３．採録用語（1945年以前）
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典』ジャパン・ライブラリー・ビューロ，1952.
⑧文部省『学術用語集：図書館学編』大日本

図書，1958.

この時代について大塚らは，外国における図
書館活動の集積と成果から影響を受けて採録・
解説する傾向にあると指摘している (31)。

これらの文献から採録用語を整理した表４を
みると，wagon, mobile, carなどに対する和訳

（自動車）が登場している。しかし，解説文には，
⑤「文庫自動車　Bookmobile：図書を搭載して
巡回文庫として奉仕出来るように設計仕立てた
貨物自動車。図書巡行車ともいう。」とあり，
巡回文庫を運搬する貨物自動車としている。⑥
は③と同様の解説である一方で，①の大幅改訂
である⑦には次のように記されている。

Book wagon　図書配給自動車，図書配給巡
回自動車，自動車文庫：貨物自動車の車両に
書架を装備し，都市周辺部又は管轄区域内の
居住者に，日を定めて巡回供給するもの……

略……普通は両外側に書架を設け，運行中は
扉が書架面を覆い，目的地に到着すると開扉
して，利用者を接架させ，直ちに貸出の手続
きを採り……略……。

この解説文とともに，「ひかり号」の写真２
枚とアメリカの移動図書館の写真と図面が掲載
され，1.5ページほどの分量を占めている。加
え て，解 説 文 に は 類 語 と し て，library on 
Wheels（車上図書館）という記述もあり，現
在の移動図書館としての定義をここで述べてい
る。特に⑦は採録用語が多いものの，英語を

「Book wagon」へ，和訳を「図書配給自動車」
へ統一する意志がみられる。他方で⑧をみると，
英単語は数多く採録されているが，和訳はすべ
て自動車文庫に統一されている。しかし対訳に
留まり解説文の記載はない。
３.３　その他の文献

これらの辞典・用語集の他に代表的な文献と
して，日本図書館協会が創立60周年記念事業と
して1952年に刊行を始めた『図書館ハンドブッ
ク』(32)がある。同書の館外奉仕の項目において
は，自動車文庫とブック・モビルという活動名
称が記載されている。続く1960年の改訂版と増
訂版においても同様であった (33)。

なおこの他，当時の図書館学関連文献を辿る
と，竹内善作（1950年）(34)は「ひかり号」を訪
問自動車や巡回図書館バスと紹介し，木寺清一

（1951年）(35)は自動車文庫を用いている。南諭
造（1955年）(36)は移動文庫の項に自動車文庫な
どを，竹林熊彦（1956年）(37)は移動図書館には
貸出文庫と自動車文庫から成ると指摘している。
３.４　辞典・用語集にみる活動名称

このようにみていくと，移動図書館に関する
活動名称は，貸出文庫を基盤として，貸出文庫
を運搬する自動車とされつつも，さまざまな名
称を経て，現在の移動図書館を示す自動車文庫
へたどり着いたことがわかる。現在の移動図書
館が定義づけられた辞典・用語集は⑦であるが，
和訳は移動図書館ではなかった。当時，移動図
書館を意味しても，図書配給自動車や訪問自動
車，移動文庫など多彩な用語が使用されていた。

ママ

ママ

表４．採録用語（1945年～1959年）
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４．各地の移動図書館活動
続いて，移動図書館成立の検討を視野に入れ，

各地の移動図書館に関する名称を中心に活動内
容を分析する。奥泉和久の『近代公共図書館年
表』(38)には1867年からの公立図書館活動が詳細
に整理されている。同年表より本稿が対象とす
る1940年代後半から1950年代前半を辿ると，
1940年代後半は都道府県立図書館による貸出文
庫が，1950年代前半は移動図書館や自動車文庫
の巡回が始まる傾向にあった。そこで，1940年
代後半における移動図書館や自動車文庫の巡回
開始に着目し，同年表の索引から抽出すると，
次の事項が存在した。

・1947年11月17日：名古屋市立図書館，読書週
間行事として第１回移動図書館開設

・1948年７月１日：高知県立図書館，BM開設
・1948年８月13日：岩手県立図書館，移動図書

館開設
・1949年４月：神奈川県教育委員会，BM開始
・1949年４月：石川県立図書館，BMを組織
・1949年９月14日：千葉県立図書館，訪問図書

館（BM）「ひかり１号」巡回開始
・1949年12月：茨城県立図書館，移動図書館を

新設

全国各地に大きな影響を及ぼした「ひかり号」
以前の事項のうち，高知県立図書館の自動車文
庫は先述の通り分析した。また，1947年の名古
屋市立図書館の活動は読書週間という時限的な
活動と推測できる (39)。そこで本節では早期に
移動図書館という活動名称を用いた岩手県立図
書館を分析の対象とする。

他方，移動図書館の成立をめぐり，「1948（昭
和23）年，高知・鹿児島の県立図書館が最初 
で」(40)と指摘する辞典や，「昭和23年度中に，
高知，鹿児島両県が７月，12月にブック・モビ
ルを発足」(41)とする文献がある。しかし，奥泉
の同年表によると，鹿児島県立図書館の活動は
次のように記述されている。

・1949年５月：鹿児島県立図書館，配本車によ

る第１回配本実施（ジープ型トラックを購入
し，貸出文庫を配本）

同館の活動内容は移動図書館の成立に関わる
ため，本節では同館も分析の対象とする。
４.１　岩手県立図書館の「移動図書館」
（1）「移動図書館」の開始

岩手県立図書館の歴史については，『岩手県
立図書館30年のあゆみ』（1953年）(42)や『岩手
県立図書館のあゆみ』（1969年）(43)がある。両
文献の年表から1948年の移動図書館に関する事
項は，以下の通りである。

・1948年
７月15日　戦後第１回巡回文庫発送
８月７～９日　林間図書館開設　願教寺
８月13日　移動図書館開設　青山寮・若鷲寮

両文献から貸出文庫を遡ると，1946年に「貸
出文庫31個（1,106冊）」と記録されていること
から，戦前期からの活動が継続されていたこと
がわかる。同館では1923年に県内13郡へ配送す
る「巡回文庫」を開始したが，1925年に図書費
半減のため中止，1927年に県内図書館や団体等
へ委任して貸出する「委任貸付制度」を実施し
た。これが貸出文庫の再開であり，1938年には
188ヶ所の地方図書館を対象にした「簡易巡回
文庫」を展開する。他方で，林間図書館に類す
る活動を遡ると，海浜図書館が1930年７月23－
27日まで開始され，1933，1934年を除き1937年
まで毎年実施された。この活動を同館では「移
動図書館の先駆」(44)と評している。

このように同館では，1920－30年代から貸出
文庫による県内全域への配本網の構築と，海浜
図書館にみられる館外での時限的な図書館活動
を展開していた。1948年８月13日の移動図書館
開設の詳細は不明であるが，願教寺での林間図
書館については次のような記録がある。

終戦とともに，自然消滅のかたちにあった移
動図書館は，あらたな構想のもとに23年夏季
休暇中に市内寺院の境内にて２日間の林間図
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書館を試み，児童を対象として，図書のほか
に童話協会の援助を得て，童話，紙芝居，幻
灯会を催し好評を博した (45)。

この活動を「戦後第１回移動図書館開設（児
童向）」(46)と表記していることから，同館にお
ける移動図書館とは，図書を積載した自動車に
よる巡回ではなく，林間図書館や海浜図書館の
ような時限的に移動する図書館活動を総称した
ものであった。
（2）「移動図書館」の概要

移動図書館と総称した林間図書館，臨海図書
館，炉辺図書館について，同館は1950年に次の
ように説明している (47)。

貸出文庫用図書をもって主として，児童対象
の移動図書館で児童の夏期および冬期休暇目
標に一部市内近郊，へき地地帯において実施
し動く図書館の精神に即応した。

これによると，林間・臨海図書館は市内４会
場12日間，郡部７会場14日間，炉辺図書館は郡
部６会場12日間開催された記録がある。この他
にも1949年12月から翌年３月にかけて川口村で
試行的に行われた炭焼文庫（炭焼入山する青年
を対象に村内を３地区に区分した貸出文庫）(48)，
1949年11月に理髪児童文庫を開設するなど，同
館では積極的に貸出文庫を拡大した。こうした
活動について同館では，次のように指摘してい
る (49)。

尚貸出文庫網の拡充のためには，……略……
実質的な移動文庫による移動図書館の開設に
まさるものはない。移動文庫を開設した地域
には雨後の竹の子のように利用団体が急激に
増加してくる。

ここでの移動文庫とは，移動図書館と同義 
であり，「岩手県立図書館処務規定」（1951年７
月）(50)では館外奉仕係の任務として貸出文庫と
ともに明記された活動名称であった。同館では
以後も，夏期の林間図書館を報告した「私達の

移動図書館」(51)や，館外活動報告における「移
動文庫について」(52)と題しているように，移動
文庫や移動図書館の活動名称が混在していた。
（3）「移動図書館」の性格

同館において，開架式書架を装備した自動車
による移動図書館の導入は1959年であった。自
動車文庫「こまどり号」と称し，読書グループ
など県内団体への貸出が中心であった。しかし，
この「こまどり号」巡回以前の1951年に「自動
車文庫を設置」(53)する計画や，「巡回自動車に
よる移動図書館も計画」(54)という記録もあった。
また，1954年11月に読書週間行事の一環として
自動車文庫と称し，同県教育庁の自動車によっ
て３コースの巡回 (55)のほか，1955年には分館
や閲覧所を中心に自動車文庫が複数開設され
た。同館の貸出文庫の拡大を踏まえると，これ
らは貸出文庫を積載する自動車であり，移動文
庫としての活動と推測できる。

こうした県内全域に及ぶ配本網と館外活動の
積極的展開については，1947年４月から1952年
９月まで同館館長で，作家・鈴木彦次郎の意向
も反映されていた。

私の夢は，更に広大な県下の村々へとぶ，
……略……巡回文庫を大いに運営して県下の
すみずみまで，読書の意欲を高めたい，それ
にともなって読書会を村々におこし，その手
引きもしてゆきたいのだ (56)。

鈴木は同館を「地域の文化活動の基盤」とし，
そのためには「動く図書館」の展開を考えてい
た。加えて「動く図書館」を担う人間性をも強
調する (57)。

幅の広い人間になって，幅広く社会・人生を
見る目を養い得てはじめて“動く図書館”の
真の運営を行うことができるだろう。

移動図書館の実施には，1927年に発足した図
書館童話会（1947年に岩手童話協会と改称）に
よる協力（紙芝居，幻灯会等の実施）が欠かせ
なかったことも，こうした指摘の背景にあろう。



― 98 ―

戦後期における同館の移動図書館は，戦前期
から継続していた貸出文庫や海浜図書館などの
時限的な館外活動を引きつぎつつ，「知性を涵
養するスタジオが図書館」(58)であるという館長・
鈴木の理念が運ばれていたといえよう。1956年
から青年・婦人を主な対象とした移動文庫に講
演会や座談会講師も派遣されたこと，生活記録
運動と関わりながら1957年に開始した「生活文
庫」(59)には読書指導に図書館員も派遣されてい
たことから，同館の移動図書館の目的は以降も
引き継がれていた。
４.２　鹿児島県立図書館の「自動車文庫」
（1）「自動車文庫」の開始

鹿児島県立図書館の歴史を網羅した『鹿児島
県立図書館史』（1990年）(60)によると，「⑴自動
車文庫」という項が存在する。ここでは，1947
年以降，貸出文庫の充実や利用促進を図ってい
たこと，1948年度には離島を中心に県内４ヶ所
に貸出文庫出張所を設置したとある。これに続
いて，「1949年３月，終戦直後から計画されて
いた念願のジープ型トラックを購入し，自動車
文庫の運営に当たることになった」(61)としてい
る。この自動車文庫開始の詳細は，1949年に同
館の茂野幽考が次のように記録している (62)。

三　貸出文庫用自動車の購入
……略……鹿児島県立図書館の自動車文庫計
画は，終戦直後から計画されていたが，予算
関係で実現せず，昭和二十三年度に自動車購
入予算を貰ったが，ジープ入手困難のため，
ジープ形
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トラックを購入し，……略……活発
な活動を始めている。

同館の自動車導入を報じた新聞記事において
も，「巡回文庫用のジープがお目見得」(63)とあり，
トラック後部の荷台に貸出文庫の箱を積載する
写真もある。このことから，同館の自動車とは
貸出文庫を運搬するための自動車であった。

同館の貸出文庫を遡ると，前身の私立鹿児島
図書館が1910年に「巡回文庫」を開始 (64)，以後，
1946年においても貸出文庫として青年団や青年
学校の利用記録がある (65)。とりわけ，この貸

出文庫は，離島も含め交通不便な地域が多い同
県において，「県立図書館の最大の任務の一つ」
であり，「県立図書館の生きる道」(66)であると
同館館長の久保田彦穂が指摘している。

農山村の大衆に対して読書を通じてヒューマ
ニズム運動を起そうと思って居ります，出来
ればジープの払下げを願って，沢山の本を積
み込んで，地方の皆さんと膝をまじえて種々
話し合ったらなどと想像して居ります (67)。

そのため，同館は貸出文庫を含め，読書指導，
児童文化運動などを担う文化部を1947年に組織
し，翌年，県内４ヶ所に貸出文庫出張所の開設
を進めた (68)。こうした貸出文庫の拡充と利用
の増加を背景に，貸出文庫を運搬する自動車は
導入された。
（2）「自動車文庫」の概要

貸出文庫の配本方法は自動車を用いた配本の
ほかに，鉄道便や船便による配本もあった。配
本先は，県内全域をAからDのブロックに区
分し，各ブロック内の役場や図書館，公民館な
どに貸出文庫出張所の設置をすすめた。この出
張所のうち，1950年頃までは自動車による配本
を受ける出張所を自動車文庫出張所とし，自動
車により配本される図書群を自動車文庫と称す
る場合もあった。

この貸出文庫出張所は，1950年には39ヶ所 (69)，
1952年には74ヶ所 (70)と増加し，県内全域に及
んだ。各出張所には規定が設けられ，地域代表
者から構成される運営委員会や，休館日，貸出
期間なども定められた。自動車文庫は出張所に
対して２ヵ月に１回の取替，配本図書は１箱40
冊入りで20箱約800冊を貸出した。各出張所で
の貸出は官公庁や学校，公民館，青年団，読書
会など文化団体に限定された。
（3）「移動図書館」の活動

同館には自動車文庫のほかに移動図書館とい
う名称による活動も存在した。この移動図書館
とは，「一千冊の図書編成をもって市町立図書
館公民館図書部を二ヶ月を期間として巡回する」
(71)活動を指していた。すなわち，大量の図書
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から編成された貸出文庫の一種であり，「地方
図書館のモデル、ライブラリーとしての役割」(72)

や，地方図書館の育成，加えて同館の分館的性
格をも有する活動であった。
（4）「自動車文庫」の性格

3,000冊を積載し，開架書架を装備した「す
ばる号」は1955年６月に導入された。しかし，
館長の久保田は，次のように指摘する (73)。

「すばる」は，形式はブック、
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モビルであるが，
純粋のそれとも違う。……略……二百から
六百冊の図書が年間いつもあるように配本さ
れることを主体とする自動車である。

配本中心の自動車である理由を続けて次のよ
うに説明する。

より「多くの個人」への奉仕を念頭において
なされる時には，「図書の大きなかたまり」
ということと，「機会」という事が必要であ
ると思う。そのためには，出来るだけ「大き
なかたまりの本」が，「一定の場所」に，「一
定期間」だけあるということが条件として考
えられなければならない。

確かに1957年の『貸出文庫一覧』(74)には，
移動図書館としての活動は存在せず，貸出文庫
出張所（70ヶ所）のほかに，普通文庫と特殊文
庫が整理されていた。後者の文庫には移動図書
館，農業文庫，児童文庫，南日本文庫，青少年
文庫から構成され，配本方法には自動車配本と
運送店委託の２種類の記載に留まっていた。

このように同館の自動車文庫とは，貸出文庫
の拡充を背景に，自動車で運搬される貸出文庫
を指していた。開架書架を装備したブックモビ
ルとしての自動車が導入されても，自動車文庫
の活動はそのまま引き継がれた。また同館での
移動図書館とは貸出文庫の一種であり，県立図
書館の分館的性格を有していた。

こうした県内全域に及ぶ配本網を鹿児島方 
式 (75)と称し，同館は市町村立図書館を支援し，
住民への直接サービスは市町村立図書館が担う

という姿勢を貫いていた。そのため，同館にとっ
て貸出文庫は地方をつなぐ生命線としての性格
を有していた。図書の配本を媒介に，講演会や
座談会への読書指導委員の派遣や農業指導を伴
う農業文庫の拡大，そして後に「母と子の20分
間読書運動」を県内全域に展開するなど，自動
車文庫は久保田による「図書館の遠心的運動」(76)
の一つとして位置づけられていた。

５．移動図書館に関わる活動名称
移動図書館に関わる活動名称の種類をみてい

くと，総じて図書館法に規定された自動車文庫
という活動名称が用いられる傾向にあった。図
書館法に規定された自動車文庫に対する解説に
は，「直接図書館を利用できない僻遠の地域の
住民に対して図書を自動車で運搬して閲覧貸出
の機会を与えるもので，定期的に巡回する移動
小図書館である」(77)とし，高知や鹿児島，千葉
などで実施しているとある。しかし，1950年代
前半までの自動車文庫については，自動車文庫
を貸出文庫と同義とする場合や，貸出文庫を運
搬する自動車とする場合もあった。こうした自
動車文庫が意味する内容をたどると，従来の貸
出文庫を基盤にして，貸出文庫を運搬する自動
車や，自動車で運搬される貸出文庫を自動車文
庫としながらも，しだいに自動車文庫が移動図
書館を示す活動名称として広がったことがわか
る。図書館法制定過程をみても，「巡回文庫」
から「自動車文庫」（1948年11月，日本図書館
協会「公共図書館法案」）へ条文中の活動名称
が変化している (78)。移動図書館としての意味
が自動車文庫に定着し始めた時期とは，1950年
の図書館法制定，『公共図書館調査』（1951年）
と『図書館ハンドブック』（1952年）の刊行を
経て，1955年前後からの図書館統計である『日
本の図書館』や『社会教育調査報告書』であっ
たといえよう。

その一方で，移動図書館に限定して活動名称
をみていくと，すでに1920年代頃からアメリカ
の図書館活動を紹介する記事に断片的に用いら
れていたが，本稿が対象とする1950年代前半ま
では，統計や辞典・用語集に移動図書館という
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活動名称は一般的に用いられていなかった。確
かに，全国で移動図書館としての活動が拡大す
る1950年代中頃にかけて，現場の図書館員によ
る協議会名に移動図書館としての活動名称が用
いられたことは名称の定着の萌芽と捉えること
ができる。だが，移動図書館を意味する定義が
初めて掲載された辞典・用語集は1952年であり，
その和訳は図書配給自動車であった。移動図書
館と称した場合であっても，岩手県のように林
間図書館や臨海図書館など時限的に移動する移
動文庫を示す場合や，鹿児島県のように大量の
図書から編成された貸出文庫という場合もあっ
た。

こうした活動の背景には，両館が持続し拡充
を重ねた貸出文庫の存在があった。特に，貸出
文庫が地域独自に展開した背景には，歴史的な
積み重ねとともに，当時の図書館長が県立図書
館としての使命を実現する方法として，貸出文
庫を重視したことにあった。貸出文庫の拡大と
県内全域に及ぶ配本網の構築とは，単に地方へ
図書を配本する手段ではなく，図書の配本を介
して県立図書館と地方を結びつけ，市町村にお
ける読書環境や図書館の整備を促すとともに，
読書会や座談会の開催など地方文化の振興を果
たす目的があった。活動名称や定義が前提とさ
れたわけではなく，各地域の図書館における貸
出文庫の積み重ねと連続性を引きつぎながら，
地域独自に移動図書館や自動車文庫と称する活
動が歴史の中で育まれながら拡大した。

このように図書館法に規定されていない移動
図書館という活動名称は，本稿が対象とした
1950年代前半までは国内に十分に定着していな
かった。とりわけ鹿児島県の自動車文庫とは，
貸出文庫を運搬する自動車であり，開架式書架
を装備した自動車が導入された後も，従来型に
よる貸出文庫は継続された。したがって，国内
における移動図書館としての活動方法の成立は，
1949年９月に巡回を開始した「ひかり号」であっ
たといえる。

本稿は移動図書館に関わる活動名称を対象に
した序論的考察であるため，残された課題もみ
えてくる。例えば，アメリカ図書館協会など英

文による辞典・用語集の採録用語（Book Wagon
等）の種類と定義の変遷をはじめ，この当時の
MobileやCar，Vanに対する和訳も検討する必
要があろう。さらに，当時の Bookmobile や
Mobile Libraryなどに対する訳出と現在の和訳

（移動図書館や自動車図書館など）との再検討
も重要である。加えて，『市民の図書館』（日本
図書館協会，1970年）も踏まえながら移動図書
館という活動名称が国内に定着した時期も精査
することが求められよう。こうした点も踏まえ
ながら，今後は日本の移動図書館成立を実証的
に検討し，地域へ巡回した意義を考察する。

な お 本 稿 は，JSPS 科 研 費 JP25870685, 
JP17K04640による成果の一部である。

注・参考文献
（１） 日本図書館研究会オーラルヒストリー研究

グループ編著『文化の朝は移動図書館ひかりか
ら：千葉県立中央図書館ひかり号研究』日本図
書館研究会，2017.

（２） 「移動図書館」『社会教育・生涯学習辞典』
朝倉書店，2012，p. 21－22.

（３） 鎌倉幸子『走れ！移動図書館：本でよりそ
う復興支援』筑摩書房，2014（ちくまプリマ―
新書，208）．

（４） 「移動図書館，ふれあい運ぶ：障害ある子に
読み聞かせ・仮設生活の励みに」『朝日新聞』
夕刊，2018.４.21.

（５） 鈴木四郎，石井敦編『ブック・モビルと貸
出文庫』日本図書館協会，1967，p. 31.（シリー
ズ・図書館員の仕事，15）

（６） 石川敬史「高知県立図書館における自動車
文庫の成立」『図書館界』70（5），2019.1，p. 572
－584.

（７） 小黒浩司「第５章　CIE映画『格子なき図
書館』二つのシナリオ」前掲１），p. 184.

（８） 伊藤峻「D.ブックモビル」『図書館ハンドブッ
ク』４版，日本図書館協会，1977，p. 350－354.

（９） 前掲５），p. 14－17.
（10） 小林文人編『図書館・公民館・博物館』亜

紀書房，1977，p. 21－22.（講座現代社会教育，6）
（11） ［佐野友三郎著］，文部省編『米国図書館事



― 101 ―

情』金港堂書籍，1920，p. 272－274.
（12） 「米国の移動図書館」『鎌田共済会雑誌』17，

1927.5，p. 11.
（13） 小松正一「公共図書館とBook Wagon」『学

友会雑誌』5，1935.3，p. 31－33.
（14） 「ニューヨークの移動図書館」『写真週報』

47，1939.1，p. 14－15.
（15） 「巡回文庫」『図書館用語集』四訂版，日本

図書館協会，2013，p. 128－129.
（16） JLA図書館調査委員会「『日本の図書館』掲

載項目の変遷」『現代の図書館』36（3），1998，p. 
142－171.

（17） 田井郁久雄「なぜ『日本の図書館』の統計
数値には誤りが多いのか」『談論風発：季刊図
書館批評誌』10（1），2015.7，p. 12－20.

（18） 松岡要「文部省『社会教育調査報告書』図
書館調査項目の変遷」『現代の図書館』36（3），
1998，p. 137－141.

（19） 1956－1959年の市区町村の数値に私立図書
館の１台が含まれる。1959年の市町村の数値に
広域組合の１台も含まれる。

（20） 日本図書館協会公共図書館部会編『日本の
公共図書館1952』1953，p. 4.

（21） 日本図書館協会編『日本の図書館1953』1954，
p. 8.

（22） 石川敬史「戦後移動公民館の成立と展開：
富山県と兵庫県を中心に」『図書館文化史研究』
36，2019，pp. 127－160.

（23） 文部省調査局統計課編『社会教育調査報告
書：昭和30年９月15日現在』1956，p. 1.

（24） 1959年の市区町村の数値に「その他の法人」
の１台も含まれる。

（25） 前掲23），p. 285.　図書館調査票の記入注意
を参照。

（26） 文部省社会教育局編『公共図書館概覧』日
本図書館協会，1949.

（27） 文部省社会教育局編『公共図書館調査』
［1951］．

（28） 大塚敏高「図書館用語について：用語委員
会報告」『図書館評論』19，1978.9，p. 90－99.；

「解説・図書館用語の話」『みんなの図書館入門
〈用語篇〉』図書館問題研究会用語委員会編著，

図書新聞，1981，p. 181－216.
（29） A.L.A. glossary of  library terms : with a 

selection of  terms in related fields. American 

Library Association, 1943.

（30） Vocabularium Bibliothecarii. Unesco, 1953.

（Unesco bibliographical handbooks, 2)

（31） 前掲28），p. 197.
（32） 日本図書館協会編『図書館ハンドブック』

日本図書館協会，1952．「館外奉仕施設（自動
車文庫）」はp. 160－165，「館外奉仕」について
はp. 491－497を参照。

（33） 日本図書館協会編『図書館ハンドブック』
増訂版，日本図書館協会，1960．「ブック・モ
ビル」p. 673－680，「ブック・モビル（自動車
文庫）」p. 741－743を参照。

（34） 竹内善作『学校公共図書館：設立・運営の
実際』下巻，東京堂，1950，147－149.

（35） 木寺清一『図書館奉仕：どう図書館を利用
させるか』日本図書館協会，1951，p. 146－147.

（36） 南諭造『図書館運用法』蘭書房，1955，p. 
46－48.（新日本図書館学叢書，10）

（37） 竹 林 熊 彦『図 書 館 の 対 外 活 動』蘭 書 房，
1956，p. 196－207.（新日本図書館学叢書，３）

（38） 奥泉和久編著『近代日本公共図書館年表： 
1867～2005』日本図書館協会，2009.

（39） 朝日新聞社の協力を得て，「宣伝カーに児童
図書約200冊を載せ，市内の小学校24校を巡回
した」とある（名古屋市鶴舞中央図書館編『名
古屋市鶴舞中央図書館50年史』1974，p. 55.）。

（40） 「自動車図書館」『図書館用語辞典』図書館
問題研究会編，角川書店，1982，p. 204－206.

（41） 前掲５），p. 31.
（42） 岩手県立図書館編「岩手県立図書館30年の

あゆみ」『岩手県立図書館館報』10，1953.
（43） 岩手県立図書館編『岩手県立図書館のあゆ

み：新館落成記念誌』岩手県立図書館，1969.
（44） 前掲43），p. 17.
（45） 前掲42），p. 93.
（46） 同上，p. 92.
（47） 「第８節図書館」『岩手県教育年報1950』岩

手県教育委員会事務局，1951，p. 112.
（48） 亀井實「炭焼文庫について」『いわて』5，



― 102 ―

1951.6，p. 10－12.
（49） 「館外奉仕のセンターとしての分館設置」『い

わて』8，1952.8，p. 11－13.
（50） 「岩手県立図書館処務規定（案）」『いわて』6，

1951.8，p. ２－７.
（51） 村田野枝「私達の移動図書館」『いわて』7，

1952.1，p. 10－17.
（52） 「僻地奉仕を今後の宿題に伸びゆく館外奉仕」

『いわて』11，1954.3，p. 33－35.
（53） 「社説・読書週間を迎えて」『新岩手日報』

1950.10.27.
（54） 「県下の読書グループ結集」『新岩手日報』

1951.2.5.
（55） 「昭和二九年度の回顧：明日あるを信ず」『い

わて』13，1955.3，p. 53.
（56） 鈴木彦次郎「夢に描く図書館」『岩手新報』

1947.8.4.
（57） 鈴木彦次郎「青葉の窓から」『知性』3，1950.6，

p. 8－9.
（58） 鈴木彦次郎「春となり」『知性』2，1950.3，p. 

2－4.
（59） 岩手県立図書館編『生活文庫：鉛筆と紙と

農具と考えて』第１集，1957.9.
（60） 鹿児島県立図書館編『鹿児島県立図書館史』

1990．巻末の年表には，「（昭和24年５月）配本
車による第１回配本を行う」とある（p. 209）。

（61） 同上，p. 77.
（62） 茂野幽考「自動車文庫の運営について」『鹿

児島県図書館報』5，1949.7，p. 14.
（63） 「巡回文庫用のジープがお目見得」『南日本

新聞』1949.3.6.
（64） 濱田みゆき「鹿児島県の巡回文庫について：

その成立時期を中心に」『図書館学』113，2018.9，
p. 13－21.

（65） 「貸出文庫利用団体名」『鹿児島県立図書館
月報』1，1946.6，p. ４.；「貸出文庫利用団体名」

『鹿児島県立図書館月報』2，1946.9，p. 3.
（66） 久保田彦穂「県立図書館の巡回文庫につい

て」『鹿児島自治タイムズ』1948.7.17.
（67） 久保田彦穂「農漁村に働きかけたい：私の

新春白書３」『南日本新聞』1958.1.4.
（68） 「図書館文化部の事業」『鹿児島県図書館報』

4，1948.9，p. 2.
（69） 「鹿児島県立図書館出張所（昭和二十五年三

月三十一日現在）」『鹿児島県立図書館報』6，
1950.3. p. 29.

（70） 「鹿児島県立図書館出張所一覧表（二七、八、
二 六 現 在）」『鹿 児 島 県 立 図 書 館 要 覧：昭 和
二十七年九月現在』［1952］，p. 12－13.

（71） 「移動図書館」前掲70），『鹿児島県立図書館
要覧』p. 17.

（72） 奉仕課貸出文庫係「貸出文庫運営の実際」『南
の窓』5，1954.11，p. 3－4.

（73） 久保田彦穂「すばる：館員の祈りを乗せて」
『南の窓』6，1955，p. 1.

（74） 鹿児島県立図書館編『貸出文庫一覧：昭和
32年４月』［1957］，p. 1.

（75） 大滝忠治「鹿児島方式：県と市町村による
図書館の共同経営」『椋鳩十文学記念館紀要』
12，2007.3，p. 32－38.

（76） 久保田彦穂「鹿児島県立図書館運営方針」
『鹿児島県立図書館報』6，1950.3，p. 4.

（77） 西崎恵『図書館法』羽田書店，1950，p. 66.
（78） 裏田武夫，小川剛編『図書館法成立史資料』

日本図書館協会，1968，p. 252.



― 103 ―

An Introductory Study on the Development of Bookmobiles:
Focus on Library Terms from the late 1940s to early 1950s

Takashi  ISHIKAWA

Bookmobiles of  postwar Japan were started by prefectural libraries in the late 1940s. Bookmobiles toured 

rural villages using automobiles, modern luxury items at the time, delivering culture and creating a place for 

residents to gather. However, a library term for such an activity was not clearly defined in the beginning. 

Examining library terms during the late 1940s and early 1950s, when bookmobiles began to spread across 

Japan, sheds light on the development of  bookmobiles in Japan, and offers a topic of  discussion regarding the 

objectives and significance of  libraries traveling to rural areas.

This is an introductory study on the development of  bookmobiles in postwar Japan that analyzes the types 

of  library terms associated with bookmobiles from the late 1940s to early 1950s, and their transitions from three 

perspectives: (1) survey items applicable to bookmobiles in library statistics, (2) definition of  terms in 

dictionaries and glossaries, and (3) details of  actual bookmobiles and library terms.

The results showed that during this time period, the library term “Jidōshao Bunko,” stipulated by the 

Library Law, was most commonly used. Based on the history of  travelling libraries, the term “Jidōsha Bunko” 

initially referred to vehicles that transported travelling libraries, and this phrase gradually became a library 

term that indicated bookmobile. Meanwhile, another library term for “Idō Toshokan,” which was not stipulated 

by the Library Law, was not frequently used during this period, even though this term also referred to travelling 

libraries consisting of  a large number of  books. Library activities referred to “Idō Toshokan” and “Jidōsha 

Bunko,” became a part of  regional history and were popularized throughout the countryside.




